
本体の電源は入れずにクランプを接続してください
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＜お客様へ＞
・ご使用前、安全に正しくお使いいただく為に必ず「取扱・
取付説明書」をよくお読みになってください。

・お読みになられた後も、必ず必要になるときがありますの
で、「取扱・取付説明書」は大切に保管してください。

注意
保証を受ける時はこの取扱説明書兼保証書が必要になり
ますので大切に保管してください。保証書無き場合は一
切の保証が受けられなくなるので、ご了承ください。

各部の名称と構成品

・パッケージから出して最初にお使いになる時は満充電にし
てから使用してください。

・高温環境下での保管、特に車内への放置は絶対に行わない
でください。←裏面の危険をご覧ください！

充　電　方　法

ディスプレー表示と電池の残量

ORIGINAL PARTS

ご使用前に、ご確認ください！

1) 本体の電源スイッチを長押してディスプレーを表示させてください。
2) 左上の数字の％表示でバッテリー残量を確認することができます。
3) そのまま 30秒経つと自然に電源が切れます。
4) ジャンプスタートは 50％以上で行ってください。

1) 付属の USB 充電器 PD30Wを家庭用 100V コンセントに
差し込んでください。

2) 付属の USB ケーブル C to C を家庭用 100V コンセントに
差し込んだUSB 充電器 PD30Wに差し込んでください。

3) 本体の USB-C 入出力ポート (PD30W) へ USB ケーブル C 
to C のもう片側を差し込んでください。

4) ディスプレーが表示し充電量％と INが点灯します。
5) 充電が完了し 100%になると自動的に本体の電源はOFF
になります。

※ 0％から満充電までに約 6.5 時間かかります。

■本体の電源がONになっているとき電源スイッチを３秒間長
押しすると全ての電源がOFF になります。

■強制出力も解除され全てOFF にすることができます。

・強制出力方法 (緊急時、検査のみ使用 )
1) クランプを本体から外さないでください。
2) 本体の電源スイッチを長押して電源を入れバッテリー残量
が 50%以上あることを確認してください。

3) 出力したい電圧の 12Vスイッチまたは 24Vスイッチを長
押しすると 12Vまたは 24Vと START が点灯するので確認
してください。この状態が強制出力です。

※自動で認識された時　　と違い大きな電気 (A) が流れてい
ます。十分に気を付けてください。

※強制出力はインテリジェントシステムが解除されます。
4) ３０秒で電源が切れるのを待つか、電源スイッチを 3秒間
長押しして強制出力を終了してください。　　

■強制出力でのスタートは保証対象外になります。
■この項目は緊急時の時のためや修理に出す前の目安として
強制出力の方法を紹介しています。通常での使用は行わな
いでください。

■強制出力はインテリジェントシステムが常に解除され強い
電気が流れ続けている状態で大変危険です。
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本体の電源を強制的に OFF にする方法

強制出力について ( 緊急時、検査のみ使用 )
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車両のバッテリーに接続した時の状態
■下記の表は本体の電源を入れずにプラス、マイナスクラン
プを車両のバッテリーへ接続した時のディスプレーの表示
となります。使用前に確認しておいてください。

車両のバッテリーが2V以下 (死んだバッテリー )の場合エン
ジンスタートの保証ができませんのでご了承ください。
■車両のバッテリーが 2V以下の時は自動的にシステムはON
になりません。

■車両のバッテリーが 2V以下の場合、強制出力を行った時
に本体の電気が車両のバッテリーに吸収され性能が出な
かったり過電流になり安全装置が働く場合があります。

■車両のバッテリーが通常の性能 (12V 車で 9V以上、24V
車で 13V以上 ) でないと始動しない車両が一部有りますの
でご注意ください。近年の 12V車両 ( その中でも特に輸入
車が多く ) については車両のバッテリーが 6V以上無いと
エンジンの再起動ができない車種が多々あります。

No 車両の電圧 ディスプレーの状態 本体の電源 始動
① 0～ 2V 反応無し OFF NO
② 2～ 9V 12V 点滅 自動ON NO

③ 9～ 14V 12V ＋ START 点灯 自動ON 12V/OK
24V/NO

④ 14V～ 24V＋ START 点灯 自動ON OK

OUT
5V/2.4A

OUT
QC18W

IN/OUT
PD30W
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5V/1A

IN

ジャンプスタート

２４Ｖ車へのジャンプスタート方法１２Ｖ車へのジャンプスタート方法

■スタートさせる前に必ず取説の他の項目も良くお読みください。
■バッテリー残量が必ず50%以上あることを確認しておいてください。

注意：このジャンプスターターは毎回「電源を入れずに」
車両のバッテリーへクランプしてください。

12V バッテリー

手順 5) を確認手順 4) を確認

24V スイッチ
を長押し

12V スイッチ
を長押し

24V スイッチを長押し
24V と START を表示さ
せてください。

12V スイッチを長押し
12V と START を表示さ
せてください。

本体の電源は
入れないでそ
のまま接続し
てください。

本体の電源は入れ
ないでそのまま接
続してください。

本体の電源は入れずにクランプを接続してください

・エンジンをスタートさせてください。
・スタートしたらマイナス、次にプラスのクランプを外してください。

・エンジンをスタートさせてください。
・スタートしたらマイナス、次にプラスのクランプを外してください。

30 秒以内にエンジンを
スタートさせてください。

30 秒以内にエンジンを
スタートさせてください。

警告音とともに警告灯
が表示されたら逆接で
す。直ぐに繋ぎ変えて
ください。

警告音とともに警告灯
が表示されたら逆接で
す。直ぐに繋ぎ変えて
ください。

1) 電源を入れずにジャンプスターターのプラス、マイナスの
順にクランプを車両のバッテリーに接続してください。

※ブザ一音と逆接表示が点灯したら逆接です ! 直ぐに繋ぎ換
えてください !

2) 下記の中からディスプレーの表示を確認してください。
・「12V」と「START」が点灯→そのまま手順 5) へ
・「12V」が点滅している。→手順 3) へ
・何も表示されない。→手順 4) へ
3) 車両のバッテリーが２Ｖ～ 9Vの状態です。
・12Vスイッチを長押しして「12V」と「START」を点灯させる。
→手順 5) へ

4) 何も表示されない時はバッテリーが 2V以下です。
・バッテリーが死んでいる状態です。「車両のバッテリーが

2V 以下の時の注意」と「強制出力について」を確認しく
ださい。保証対象外となり危険で推奨はしませんがエンジ
ンを始動させなければならない状態であれば12Vを長押し
して「12V」と「START」を点灯させて手順 5) へ進んでく
ださい。

5) 車両のエンジンをスタートさせてください。
6) エンジンがスタートしたら直ぐにクランプをマイナス側か
ら外してください。

7) そのまま 30秒経つと自然に本体の電源が切れるのを待つ
か電源スイッチを 3秒間長押しして電源をOFF にしてく
ださい。

1) 電源を入れずにジャンプスターターのプラス、マイナスの
順にクランプを車両のバッテリーに接続してください。

※ブザ一音と逆接表示が点灯したら逆接です ! 直ぐに繋ぎ換
えてください !

2) 下記の中からディスプレーの表示を確認してください。
・「24V」と「START」が点灯→そのまま手順 6) へ
・「12V」と「START」が点灯→手順 3) へ
・「12V」が点滅している。→手順 4) へ
・何も表示されない。→手順 5) へ
3) 車両のバッテリーが 9Ｖ～ 13Vの状態です。
・24Vスイッチを長押しして「24V」と「START」を点灯させる。
→手順 6) へ

4) 車両のバッテリーが２Ｖ～ 9Vの状態です。
・24Vスイッチを長押しして「24V」と「START」を点灯させる。
→手順 6) へ

5) 何も表示されない時はバッテリーが 2V以下です。
・バッテリーが死んでいる状態です。「車両のバッテリーが

2V 以下の時の注意」と「強制出力について」を確認しく
ださい。保証対象外となり危険で推奨はしませんがエン
ジンを始動させなければならない状態であれば「24V」と
「START」を点灯させて手順 6) へ進んでください。
6) 車両のエンジンをスタートさせてください。
7) エンジンがスタートしたら直ぐにクランプをマイナス側か
ら外してください。

8) そのまま 30秒経つと自然に本体の電源が切れるのを待つ
か電源スイッチを 3秒間長押しして電源をOFF にしてく
ださい。
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※異常発熱による破損、ボディーの溶け、膨らみは保証でき
ませんので、ご注意ください。

●エンジンをスタートした状態でジャンプスターターをバッテリーに接続
したまま使用を続けないでください。 また走行もしないでください。
※接続したままにすると大きな電流が本体に流れるため安全装置
が破損しバッテリーが熱を持ち火災が起る可能性があります。
※接続したたままで走行するとバッテリークランプが振動で
はずれ火災が起こります。

●消耗しきっている車両のバッテリー （死んだバッテリー） に接続
すると本体の電池の寿命が短くなる時があります。
※消耗しきっているバッテリーに接続すると本体の電気が車
両のバッテリーへ急激にながれ本体が熱くなり製品の寿命
が短くなります。また安全装置が働き作動しなくなる事も
あります。
※仕事で消耗しきっているバッテリーへの接続が多い作業は
確実に寿命は短くなります。

●その他の注意
○湿気や水がある場所での使用は避けてください。
○電池の改造、解体をしないでください。
○子供が触らない所に置いてください。
○製品を焼却炉に入れて燃やさない様に注意してください。
○製品に付属する充電器以外で充電しないでください。
○充電中の室内温度は 0～ 45℃以内を守ってください。
○充電中に異常や故障かなと思ったら、販売店に連絡してく
ださい。

○製品の液体が目に入った時は、直ぐに水で洗って医者に相
談してください。

○充電中や放置中に、製品が熱くなったり色が変わったりし
た時は、使用を中止して下さい。液体の漏れ、煙の発生、
火災になる可能性があります。

○充電中は製品を燃えやすい物の上に置かないで下さい。
（ベッドやタオル等）

○保証を受けるときは、この保証書が無いと受けられません
のでご注意下さい。

危険

保　証　書

高温環境下での保管 (車内保管等 )は、 絶対に行わないでください。
※製品を水、湿気、熱、湯気、ほこり、油等の多い場所や高
温環境下に保管すると火災、感電、故障の原因になり、器
物等が破損し、重大な障害、または死亡する可能性があり
ます。上記の場所での保管は絶対に行わないでください。

●バッテリー残量が 29％未満の場合はエンジンをスタートさせない
でください。 電池の容量が 29％を下回ると電圧が急激に上がる
ことで電池が異常に熱くなり、 本体が破損します。
※高温で破損した場合の保証は出来ませんので、ご了承ください。
※ 30%までのスタートはカバーできますが下回ってしまうと
必ず故障します。余裕をみて 50％以上でスタートしてくだ
さい。

●バッテリークランプをバッテリーの端子に挟むときは面積を大きく
取ってください。
※面積を大きくとらなかったり板のような部分に挟むとバッ
テリークランプが熱を持ったり火花が出たりし必ずバッテ
リークランプが変形します。バッテリークランプの変形や
溶けに関しては保障できませんので、ご注意ください。
※クランプが変形するような使用をした場合は基板の部品が
壊れたり電池が消耗する場合が有り保証対象外になります。

●バッテリークランプの＋－の逆接続、 バッテリークランプの接触は
絶対に行わないでください。
※逆接続は必ず故障するので絶対に行わないでください。
※＋－の逆接を行うと安全装置が働き安全は確保されますが
機器の故障を排除するものでは有りません。
※逆接した場合は放置せずにすぐクランプを外して下さい。
そのまま放置すると爆発するので迅速に対応してくださ
い。
※強制出力して逆接を行った場合本体が破損している可能性
があり危険なので再使用せず弊社へ修理に出すか製品を破
棄して下さい。

●ジャンプでエンジンスタートさせる時のセルの長回しは、 行わない
でください。 セルを回す時は、 長くても 3秒以内でやめ、 180
秒程本体を休ませてから、 再度セルを回すように心掛けてくださ
い。

●セルの長回しを行うと、 必ず本体が膨らみます。
※セルの長回しを連続で行うと電池が熱を持ち必ず本体が膨
らみます。また熱で回路を破損させてしまいます。この症
状に関しては、原因が分かっているため保障できませんの
で、ご注意ください。特に夏場のセルの長回しは必ず本体
が膨らむ為ご注意ください。

●連続で 3回セルを回してエンジンがスタートしない時は、 使用を
中止してください。
※ 3回でエンジンがスタートしないときは、車両側に原因が
あると考えられます。車両側に原因がある状態で使用し続
けると、本体が破損します。

●本体が発熱している時の連続使用は行わないでください。 様子
を見ながら本体が十分に冷えたのを確認し使用してください。
※連続で使用すると異常発熱が起こり本体が膨らんだり破損
したりします。

●スタート時にバッテリークランプを接続したままエンジンの空吹か
しを行うとケースにより電流が本体に流れて異常発熱する可能性
があるので絶対に行わないでください。

販売元

株式会社ハチハチハウス
〒 352-0017　埼玉県新座市菅沢 2-10-12

1 つ目の
バッテリーの
マイナス
ターミナルへ
接続

12V バッテリー
2 個で 24V

2 個のバッテリーが繋がっている
ターミナルは絶対に使用しない

2 つ目の
バッテリーの
プラス
ターミナルへ
接続

■ 24V車は特殊なケース以外をのぞいて 12Vのバッテリー
を 2個つなげています。バッテリーターミナルへのバッテ
リークランプの接続は写真の様に接続してください。

■車両によりバッテリーの配列やターミナルの接続はいろい
ろな種類があるので注意してください。

エンジンスタートの注意

危険

24V 車へつなぐときの注意

くわえる面積が小さいと発
熱し故障します。

面積を大きく取り発熱を抑
えてください。

歯全体をターミ
ナルに当てる

保証
対象外

■スタートは 3秒以内で行い 180 秒休ませてから次のスター
トを行ってください。3回連続でスタートさせて、エンジ
ンがスタートしない時は他に原因があると思われるので使
用を中止してください。

■保証対象外ではありますが本製品は車両のバッテリーへ接
続する前に強制的に電気の出力を行う事が出来ます。しか
し強制的に出力を行った状態でプラス、マイナスを繋ぎ間
違えるケースが圧倒的に多いので緊急時以外は電源オフの
状態で直接車両のバッテリーへ接続してください。

■強制的に電気を出力した場合は 30秒で OFF になります。
■クランプの金属部分はディスプレーに START の表示がある
間は強い電気が流れています。ショート等十分に気を付け
て作業を行ってください。

以下の内容で故障、災害が起きても保証対象外なのでご注意下さい。
■クランプをはさむ時は面積を大きく取って下さい。面積が
小さいと異常発熱が起こりクランプ、基板、バッテリーが
破損します。※クランプは消耗品です。

■クランプの改造（長さ延長・社外品への交換）
■本体を開けた形跡があるもの
■本体を改造したもの
■クランプ ( 消耗品 ) の破損は保証対象外となります。
・クランプが変形するような使用は本体内部が故障してしまう
ことがあります。クランプの変形、焦げ、溶けによる本体内
部の部品の破損、バッテリーの破損は保証対象外となります。

・クランプをはさむ時は面積を大きくとらないと発熱し溶けます。
■外観の破損、 可動部の破損は保証対象外となります。
・本体の外からの外圧による破損、掛け、割れは保証対象外となります。
・クランプ、コード等の可動する部分は消耗品扱いです。
■強制的に出力を行った状態でプラス、マイナスを間違える

と本体は必ず故障します。逆接続での故障の保証は出来ま
せんのでご了承ください。

■強制出力での逆接続時の安全保護機能は火災、爆発、破裂等、
最悪の状態を作らない保護機能となっており本体が故障し
ない為の保護機能ではありません。

● 1年近く使用しジャンプの回数が減り弱くなった。
◎始動可能排気量や回数は新品のデーターによる目安です。電
池は使用頻度や環境により劣化していきますので、これを永
年保証するものでは無い為、故障ではありません。

● 3～ 4年保管後、 使用したらジャンプが弱い。
◎充電をせずに放置したり、環境により、使用しなくてもリチ
ウムイオン電池には年数寿命がある為、故障ではありません。

以下の内容で使用した場合は本体が破損し死亡または障害が起こ
る事があります。 十分に注意して取り扱いを行ってください。 また以
下の内容での故障は保証が受けられませんのでご了承ください。

保　証　内　容

保証対象外のケース

クランプ
の爪の焦げ
※保証対象外

クランプが溶
け爪が奥へ
※保証対象外

故障かなと思ったら

◆寸法：285× 152 × 214mm◆重量：3800g
◆容量：64000mAh(204.8Wh)◆クランプ出力：12V/24Vエンジンスター
ト用◆USB 出力：USB-A(5V/1A)：USB-A(5V/2.4A)：USB-A(QC18W)：
USB-C(PD30W) ◆ DC出力 : アクセサリーポート (12V/10 A) ◆入力：
USB-C(PD30W) ◆付属充電器：100V/USB 充電器 PD30W◆充電 (0 パー
セントから )：約 6.5 時間◆スタート電流：12V/650A、24V/650A ◆ピー
ク電流：12V/3400A、24V/3400A ◆使用温度範囲：環境－ 20～ 60℃
◆バッテリー：リン酸鉄リチウムイオン電池 (LiFePO4) ◆ジャンプ回数
(100%):12V 車 =37 回 /24V 車 =29 回◆充電サイクル回数：4000 回 
※諸元は使用方法や環境によって変化する為、性能を永年保証するもの
ではありません。またリチウムイオン電池は年数寿命もあるため使用し
なくとも寿命はやってきます。

スペック ( 諸元表 )

お手入れと保管
■製品を使い終わったら乾いた綺麗な布で本体をふき取って
お手入れしてください。

■リチウムイオン電池製品は使用しなくても 3か月に 1度は
満充電して保管しておくことで寿命を延ばす事ができます。

■保管するときは日の当たらない風通しの良い処へ保管してください。
■リチウムイオン電池はサイクル寿命の他に年数寿命も一般
的に伴います。定期的に充電を行い使用回数が少なかった
としてもリチウムイオン電池は2年程で消耗が始まります。

エラーコード、エラー表示について

コード 内容 解除方法

E1
単電池の定電圧異常、配線異常で充電ができ
ない状態です。配線の切断等考えられます。 ONにならない時は修理の依頼を行ってください。

E2
充電温度保護、放電温度保護、MOS
高温保護の状態です。

一旦オフにして 30秒待ってから本体の電源
をONにします。

E3 AEF チップ通信異常、入出力禁止 ONにならない時は修理の依頼を行ってください。
E4 USB、クランプ出力の過電流、過負荷 本体の電源をONにします。

E5 クランプ出力直前の短絡
一旦オフにして 30秒待ってから本体の電源
をONにします。

E6 連続してジャンプを行った時に作動す
る出力停止状態。通常連続 8回程 10分後に解除されます。

E7 単電池の出力差 (0.5V) が大きいとき
に作動します。

E7表示中に電池を均等にします。E7中はリ
レーが数回動き均等になると解除されます。

E8 単電池の出力低下 (2.7V 以下 ) 電池の充電が上がらない状態です。寿命または
充電不良です。修理の依頼を行ってください。

E9 リレー固着不良です。LEDライトは使用
できますがそれ以外はオフになります。

ONにならない時は修理の依頼を行ってください。

LOW エラー表示。単電池が３．１V以下で表示
します。

再充電を行ってください。表示が消えない時は修
理の依頼を行ってください。

USB ケーブル
Ato C または
C to C 給電する用品

( スマホ、PAD 等 )

12V アクセサ
リー機器

12V
アクセサリーソケット

ディスプレー

電源
スイッチ

USB-A 出力
ポート (5V/2.4A)

USB-A 出力
ポート (5V/1A)

USB-A 出力ポート
(QC18W)

USB-C 入出力
ポート (PD30W)

1) 給電する用品にケーブルを差し込んでください。
2) 本体の電源スイッチを押して電源を入れディスプレーを表
示させてください。※USB-C 入出力ポートは自動ON

3) 本体の各USB ポートまたはDC出力ポートへ給電する用品のケー
ブルを差し差し込むと出力の「OUT」が表示され給電が始まります。

4)給電が終わると30秒後、自動的にディスプレーが消灯し電源が切れます。
※ USB-C 入出力ポート (PD30W) は自動ONです。
※給電が 0.2A 以下になると 30秒で給電しなくなるのでご注
意ください。また 0.2A 以下の機器は使用できません。

ＬＥＤライトの使用方法 USB 出力から給電

インテリジェントシステムについて

1) 本体の電源スイッチを長し押してディスプレーを表示させ
てください。

2)再度電源スイッチを長押しするとＬＥＤライトが点灯します。
3) 電源スイッチを押すたびに点滅→ SOS →消灯になります。
4) ライトが消灯するとディスプレーは 30秒後に消灯します。

出力 OUT 表示

■本体に異常があるとディスプレーの 12Vまたは 24V表示
部に下記エラーコードが表示されます。

■エラーコード、エラー表示が表示されると電源の出力が停
止します。指示に従って対処してください。

●インテリジェントシステムは逆接、過電流、過熱、感電、低温に加え新
機能を備え、より安全な商品となっています。

■新機能「ジャンプの時だけ大きな電気を出力します」
・車両へクランプの接続をした時に出力は有りませんが車両のセルモーター
が回り始めると自動的に大きな電気の出力を行いスタートを補助します。
エンジンが始動すると出力を止めて終了します。ジャンプ時以外は出力
が制御されているので安心して使用できるオリジナルシステムです。
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DC 出力アクセサリー
ポート (12V/10A)

IN OUT

再発行


